
 

 

１学期 お世話になりました。 

 ３年目に入るコロナウィルス感染予防対策と共に過ごす学校生活でしたが、大きな 

支障もなく無事に１学期を終えることができました。感染対策を講じながら、学校行 

事や校外学習などにも取組むことができ充実した１学期でした。１学期中は、多くの 

場面で保護者の皆様、地域の皆様にご支援いただき心から感謝申し上げます。 

 

 さて、今年の夏休みは４０日間です。家族と過ごす時間が増える、自分の時間が増える、興味関

心のあること（読書や観察、手芸 etc）に取組む時間が増えるなど、子どもたちはこの４０日間を

どう過ごすのでしょうか。ただ時間が過ぎていくだけではあまりにももったいないです。そうな

らないためにも、夏休み前に４０日間をどう過ごすのかしっかり計画を立ててほしいと思います。

そして、４０日後こうなっていたいという目標を掲げることが大切かもしれません。 

また、規則正しい生活を心がけ、体調を崩すことのないようにしてほしいです。 

特に、事故等に遭わないようにご家庭でもご配慮ください。お子さんと「夏休み 

の生活について」を読み合わせていただき、確認をお願いします。コロナ感染予 

防や熱中症対策など学校で身に付けた力を家庭生活でも発揮できることを期待して 

います。そして、８月３０日に子どもたちと元気に再会できることを楽しみにして 

います。今後も、これまで同様、様々な面でのご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより【第６号】 

小浜市立中名田小学校 

 令和４年７月２０日 

１．交通事故にご注意ください。 

  交通事故の多くが、自転車による飛び出し事故です。自動車を運転中に、自転車にヒヤッ

とした経験があるのではないでしょうか。一旦停止などの交通ルールの遵守とともに自転車

のブレーキ等の整備、ヘルメットの着用等についてご指導ください。 

２．水の事故にご注意ください。 

  海や川での遊びもあるかと思います。近年は、上流での降雨で急激に河川が増水して起こ

る事故が多発しております。子どもから目を離さないよう十分な注意をお願いします。 

３．不審者にご注意ください。 

  声をかけられたり、誘われたりしても、絶対ついて行くことのないよう今一度ご指導くだ

さい。子どもが声をかけられたりした際は、すぐに次のところへご連絡ください。 

＊小浜警察署（５６－０１１０） ＊学校（５９－０３１１） 

 

 

 

 

 

『今後の緊急時の連絡先』について 

 ７月１２日にお知らせしましたとおり、今後の緊急時の連絡体制が下記のようになりました。ご確認

いただき、緊急時に対応をお願いします。 

１．緊急時とは･･･ 

    ①児童または保護者が新型コロナウィルス感染者および濃厚接触者になった場合 

    ②児童の生命に関わる事故や病気、児童が救急車で搬送されたとき 

③その他 児童の非常事態であると考えられる状況にあるとき 

２．連絡先 

   (1)平日（月曜日～金曜日）の８：１０～１６：４０ → 中名田小学校（５９－０３１１） 

   (2)学校閉庁日（8/11～１８）の平日の８：３０～１７：１５ → 教育総務課（５３－１１１１） 

   (3)週休日（土・日）、祝日、平日の 8：10～１６：４０以外、 

学校閉庁中の平日の８：３０～17:15以外 → グーグルフォーム → 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中名田小学校ＨＰ】 

 毎日更新をめざしています。行事予定も「行事予定」から確認してください。 

 また、お子様を通じて配布した文書は「配布文書」からご確認ください。 

 http://edu.city.obama.fukui.jp/nakanata 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月６日（土）第１回討論会（リモートにて） 

 本校の子どもたちの実態を見ると、少人数であるがた

めに意見の広がりに欠けたり、全体的に発表時の声が小

さかったりします。また、考えを練りあう時間が十分にと

れないという課題が見られます。そこで、一昨年よりのび

のびタイム時に意見交換会や討論会を実施し、いついか

なる場面でも自分の思いや考えを伝えることができるコ

ミュニケーション能力の育成に取組んでいます。 

 先日、今年度の第１回討論会を実施しました。テーマ

は、低学年：「自分がなるとしたら、動物園の熊と山に住む熊

のどちらがよいか」、中学年：「学校に制服はいらない」、高学

年：「日本に飛び級制度を導入したほうがよい」です。各学年

ともそれぞれの切り口で討論を展開することができました。特

に、高学年は２年間の取組みの成果を見て取ることができまし

た。第２回は２月頃に実施予定です。 

 

 

【７月の活動の様子から】 

７月１１日（月）着衣泳訓練(3～6年) 

７月１２日（火）着衣泳訓練(1～2年) 

 例年実施している「着衣泳訓練」を学年に応じて実施し

ました。「着衣泳」とは、「衣服を着たまま上手に泳ぐこと」

が目的ではありません。着衣のまま泳ぐと無駄な動きを

してしまい、かえって体力を消耗してしまいます。そこ

で、着衣のまま水に落ちてしまったとき、どうすればよい

かをこの時間に体験してほしいと思いました。 

一番大事なことは、「あわてずに、浮いて、待つ」こと

です。着衣であることのメリット（浮きやすい・体温低下

を防ぐ）を最大限に生かして、「無駄な動きをせずに、で

きるだけ長く浮いて、助けを待つこと」が着衣泳の最も重

要なポイントになります。 

 また、見かけた場合は、「声かけ、浮くものを投げて、

救助を呼ぶ」が大切です。自分自身の危険を考えると、決

して無理して飛び込んではいけません。 

 

 

 

７月７日（木）織姫と彦星  

 七夕の日、外国語専科教

諭と ALTの粋な計らいに、

子どもたちは大喜びでし

た。 

 

 

http://edu.city.obama.fukui.jp/nakanata

